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平成 26 年３月期（非連結）の業績速報 
 

平成 26 年３月期（通期）の業績につきましては、現在集計中でありますが、現在までの集計

結果に基づく業績見込は下記のとおりであります。 

なお、当社は、的確な業績予想を行うことが難しいため、業績予想を開示せず、四半期毎に

業績速報を開示させて頂くこととしております。 

記 

１．平成 26 年３月期 通期（平成 25 年 4 月 1 日から平成 26 年 3 月 31 日）業績見込 

 (単位：百万円） 

 営業収益
営 業 
総利益 

営業利益 経常利益 
当 期 
純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

平成 25 年３月期(非連結)(Ａ） 1,986 1,088 △49 △27 7 1.09 円

平成 26 年３月期(非連結)(Ｂ） 2,041 1,115 △74 △45 51 7.80 円

増減額（Ｂ－Ａ） 54 26 △25 △18 44 6.71 円

増 減 率 2.7％ 2.4％ － － － － 

 

 

２．業績概要等 

平成 26 年３月期は営業収益拡大による業績改善を目指しましたが、商品先物市場の出来高が前年比

14.0％減と低調で、商品先物取引受託業務の受取手数料は 967 百万円（前期比 8.9％増）に留まり、商

品先物取引自己売買業務の売買損益は 25 百万円の損失（前期は２百万円の損失）となりました。 

このほか、保険募集業務の受取手数料は 79 百万円（前期比 14.4％増）、不動産の賃貸料収入は 40 百

万円（同 4.3％増）、不動産販売の売上高は 860 百万円（同 0.5％減）、太陽光発電機・ＬＥＤ照明等の売

上高は 54 百万円（同 18.0％増）、映像コンテンツ配信の売上高は 58 百万円（同 9.5％減）となりました。 

これらの結果、営業収益は 2,041 百万円（前期比 2.7％増）、営業総利益は 1,115 百万円（同 2.4％増）

となりましたが、営業費用も 1,190 百万円（同 4.6％増）と増加し、営業損失は 74 百万円（前期は 49

百万円）、経常損失は 45 百万円（前期は 27 百万円）となる見込みであります。なお、投資有価証券売却

益 95 百万円を含め特別利益が 109 百万円あり、当期純利益は 51 百万円（前期は 7百万円）となる見込

みであります。 

 

(注) 上記に記載した数値は、現在までの集計結果に基づく速報値で、会計監査人による監査前であるため、

後日開示する業績とは異なる場合があります。 

 以 上 

 


